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【手続補正書】
【提出日】平成20年9月1日(2008.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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【化１】
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【化２】

であるｔｒｋ阻害剤である化合物または式４：
【化３】

ここで、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ6およびＲ30は各々Ｈであり、Ｒ29はメチルであり、そしてＲ18、
Ｒ17、Ｒ2およびＲ5は次のとおりである：
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【表１】
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【表２】

の化合物の治療的に有効な量を患者に投与することを含んでなる増殖性皮膚疾病の処置方
法。
【請求項２】
　ｔｒｋ阻害剤が式：

【化４】

を有する化合物である請求項１の方法。
【請求項３】
　ｔｒｋ阻害剤が式：
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【化５】

を有する化合物である請求項１の方法。
【請求項４】
　増殖性皮膚疾病が光線性角化症、基底細胞癌、扁平上皮癌、線維性組織球腫、隆起性皮
膚線維肉腫、血管腫、火炎状母斑、黄色腫、カポジ肉腫、肥満細胞症、菌状息肉症、ほく
ろ、ネボセルラー（ｎｅｖｏｃｅｌｌｕｌａｒ）母斑、悪性ほくろ、悪性黒色腫、転移性
癌または乾癬である請求項１の方法。
【請求項５】
　増殖性皮膚疾病が光線性角化症、基底細胞癌、扁平上皮癌、線維性組織球腫、隆起性皮
膚線維肉腫、血管腫、火炎状母斑、黄色腫、カポジ肉腫、肥満細胞症、菌状息肉症、ほく
ろ、母斑細胞母斑、悪性ほくろ、悪性黒色腫、転移性癌または乾癬である請求項２の方法
。
【請求項６】
　増殖性皮膚疾病が光線性角化症、基底細胞癌、扁平上皮癌、線維性組織球腫、隆起性皮
膚線維肉腫、血管腫、火炎状母斑、黄色腫、カポジ肉腫、肥満細胞症、菌状息肉症、ほく
ろ、母斑細胞母斑、悪性ほくろ、悪性黒色腫、転移性癌または乾癬である請求項３の方法
。
【請求項７】
　増殖性皮膚疾病が乾癬である請求項１の方法。
【請求項８】
　増殖性皮膚疾病が乾癬である請求項２の方法。
【請求項９】
　増殖性皮膚疾病が乾癬である請求項３の方法。
【請求項１０】
　ｔｒｋ阻害剤を局所投与する請求項１の方法。
【請求項１１】
　ｔｒｋ阻害剤を局所投与する請求項２の方法。
【請求項１２】
　ｔｒｋ阻害剤を局所投与する請求項３の方法。
【請求項１３】
　式
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【化６】

［式中、
　Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびＲ6は、独立して、Ｈ、フェニル、Ｆ、Ｃｌ、－ＯＲ10、－ＮＲ7

Ｒ8、－ＣＨＯ、－（ＣＨ2）pＮＲ7Ｒ8、または炭素数１～８のアルキルであり、
　ここでアルキル基は場合により１～３個のＲ27基で置換されていてもよく、
　Ｘは－ＣＨ－またはＮであり、
　Ｒ7およびＲ8は、独立して、Ｈまたは炭素数１～４のアルキルであり、或いはそれらが
結合される窒素と一緒になって５～７員のヘテロシクロアルキルを形成し、
　Ｒ9は炭素数１～４のアルキル、アリール、またはヘテロアリールであり、
　Ｒ10はＨまたは炭素数１～４のアルキルであり、
　Ｒ11はＨ、炭素数１～４のアルキル、炭素数６～１０のアリール、またはヘテロアリー
ルであり、
　Ｒ12およびＲ13は、独立して、Ｈ、アルキル、炭素数６～１０のアリール、またはヘテ
ロアリールであり、或いはそれらが結合される窒素と一緒になって５～７員のヘテロシク
ロアルキルを形成し、
　Ｒ14はカルボキシル基のヒドロキシル基が除去された後のアミノ酸の基であり、
　Ｒ17はＯＨ、炭素数１～６のＯ－ｎ－アルキル、または炭素数２～６のＯ－アシルであ
り、
　Ｒ18はＨ、炭素数１～４のアルキル、ＣＯＮＨＣ6Ｈ5、ＣＨ2ＯＨ、ＣＨ2ＯＣＨ3、Ｃ
Ｈ2ＯＣ（ＣＨ3）3、ＣＨ2ＮＨ2、ＣＯ2ＣＨ3、ＣＯＮＲ24Ｒ25であり、
　Ｒ24およびＲ25は、独立して、Ｈ、炭素数１～６のアルキル、フェニル、または炭素数
１－６のヒドロキシアルキルであり、或いはそれらが結合される窒素と一緒になって５～
７員のヘテロシクロアルキルを形成し、
　Ｒ27はアリール、ヘテロアリール、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、－ＣＮ、－ＮＯ2、－ＯＲ10

、－Ｏ（ＣＨ2）pＮＲ7Ｒ8、－ＯＣＯＲ9、－ＯＣＯＮＨＲ9、Ｏ－テトラヒドロピラニル
、－ＮＲ7Ｒ8、－ＮＲ10ＣＯＲ9、－ＮＲ10ＣＯ2Ｒ

9、－ＮＲ10ＣＯＮＲ7Ｒ8、－ＮＨＣ
（＝ＮＨ）ＮＨ2、－ＮＲ10ＳＯ2Ｒ

9、－Ｓ（Ｏ）yＲ
11、－ＣＯ2Ｒ

9、－ＣＯＮＲ7Ｒ8、
－ＣＨＯ、－ＣＯＲ9、－ＣＨ2ＯＲ7、－ＣＨ＝ＮＮＲ12Ｒ13、－ＣＨ＝ＮＯＲ11、－Ｃ
Ｈ＝ＮＲ9、－ＣＨ＝ＮＮＨＣＨ（Ｎ＝ＮＨ）ＮＨ2、－ＳＯ2ＮＲ12Ｒ13、－ＰＯ（ＯＲ1

1）2、または－ＯＲ14であり、
　Ｒ28は炭素数１～４のアルキル、炭素数１～４のアルコキシ、炭素数６～１０のアリー
ルアルキル、－（ＣＨ2）pＯＲ10、－（ＣＨ2）pＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ7Ｒ8、または－（ＣＨ

2）pＮＲ7Ｒ8であり、
　Ｒ29はＨ、炭素数１～４のアルキル、炭素数１～４のアルコキシ、炭素数６～１０のア
リールアルキル、－（ＣＨ2）pＯＲ10、－（ＣＨ2）pＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ7Ｒ8、または－（
ＣＨ2）pＮＲ7Ｒ8であり、
　ｐは１～４の整数であり、そして
　ｙは０、１または２である］
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を有する化合物またはその立体異性体もしくは製薬学的に許容可能な塩形態を含んでなる
増殖性皮膚疾病の処置のための局所組成物。
【請求項１４】
　式：
【化７】

［式中、
　ＸはＣＨまたはＮであり、
　Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、およびＲ6は、独立して、Ｈ、Ｃｌ、炭素数１－４のアルキル、－ＯＲ
10、ＣＨ2ＯＨ、ＣＨＯ、ＮＨ2、ＣＨ2ＮＨ2、ＣＨ2ＯＣＨ、ＣＨ2ＯＣ（ＣＨ3）3、また
はＣＯＮＨ2であり、
　Ｒ10はＨまたは炭素数１～４のアルキルであり、
　Ｒ17はＯＨまたは炭素数１～４のＯ－ｎ－アルキルであり、
　Ｒ18はＨ、ＣＨ2ＯＨ、ＣＯ2ＣＨ3、ＣＯ2ＣＨ3、ＣＯ2ＣＨ2ＣＨ3、ＣＯ2ＣＨ2ＣＨ2

ＣＨ3、またはＣＯ2ＣＨ（ＣＨ3）2であり、または
　Ｒ28はＣＨ3であり、そして
　Ｒ29はＨまたはＣＨ3である］
を有する化合物またはその立体異性体もしくは製薬学的に許容可能な塩形態を含んでなる
増殖性皮膚疾病の処置のための局所組成物。
【請求項１５】
　式：
【化８】

を有する化合物を含んでなる増殖性皮膚疾病の処置のための局所組成物。
【請求項１６】
　式：
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【化９】

を含んでなる増殖性皮膚疾病の処置のための局所組成物。
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